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１．コロナの前後で、ご自身の子どもさんや他の子どもたちの様子に変化を感じますか。 

 

 

 

 

 

２．子どもたちのあいさつはどうですか。 

 

 

 

 

 

 

３．学校・地域での活動について一つを選んでください。 

 

 

 

 

 

４．どんな工夫があれば参加しやすいですか。全体回答者 120 人の上位３つ。 

 （1）少人数制（学年別などで三密回避）（2）感染対策の徹底と事前案内（3）マスク着用 

 

 

 

 

 

◆宮原で暮らす全世代Webアンケート結果報告 ～みんなで作ろう！ソーシャルアクティブディスタンス～ 

 本通信令和２年１０月号でご協力を呼びかけ実施したアンケートでは、230 人を超える皆さんにご協力

いただきました。回答いただいた皆さん、お忙しい中本当にありがとうございました。 

主な結果を保護者、地域の皆さんとも共有します。 

多くのみなさんが、

感染対策を基本に

考えておられるこ

とが分かりました。 

でした方がよい 
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◎運営協議会としてアンケート結果から感じたこと 

 ・コロナ禍にあっても前向きに考えてくれている。 

 ・自由記述などは、アンケートだからこそ率直な意見やこちらの予想もしない回答もいただけた。 

 ・学校が子どもたちの変化を最も感じ取って対応してくれている。 

 ・工夫を凝らせばできることはあるだろうし、多くの人が活動を求めている。 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎運営協議会としてみんなで協議したこと 

 ・子どもたちのアイデアを大事にしよう！ 
  上記の担任の先生のお話からも分かるように、大人のものさしでは測れない子どもらしい楽しみ方が 

あります。こんな時だから思い出に残る大きなことをしてあげたいと考えるのは大人都合な考えなの 

かも知れません。 

 ・子どもたちが真ん中にくる活動をめざそう！ 

  学校の主役はあくまで子どもたち。 

大人は必要な時だけ手を差し伸べるぐらいでいい。 

  授業も順調に進んでいるので、子どもたちが自分たちで楽しむことを考える 

授業時間を確保していただけるよう学校側にお願いし了承を得ました。 

 ・アンケートからヒントを得た活動は地域の中で！ 
  アンケートにはたくさんのアイデアを書いてくださっていました。運営協議会委員にはそれぞれ所属 

する地域団体があります。その各団体でこのアイデアを共有し、宮原町のつながりづくりのために必 

要な活動を考えていきます。 

 

おわりに 

 今回初めてアンケートという方法を取り入れましたが、率直に申し上げてやってよかったと思いました。 

私たち運営協議会は、学校・家庭・地域の声をお聞きし、子どもたちの育ちと町の未来に必要なことを考 

えていきます。これまでは見えていなかったお気持ちなども知ることができました。 

今後も、アンケートや共育ミニ集会など多様な方法を使って皆さんの声をお聞きする機会をつくってい 

きたいと思います。どうぞ、お気軽に学校運営協議会委員にお声かけください。何より皆さんお一人おひ 

とりのお身体が大切です。感染予防に努めながら、共に繋がりをつくっていきましょう！ 

「交流や体験の中で 

学ぶこともあるから」 

（活動に関する意見第 1位） 

ある担任の先生からこんなことを教えてもらいました。 

「大人の私たちには分からないんですが、子どもたちって、ただじゃんけん

をするだけでも、ほんとに楽しそうにクラスのみんなで盛り上がるんです！

どんなことも楽しむことができるのが子どもなんだと思いました。」 

第３波といわれる中では、活動は難しい。 

3学期に何か活動をしたい！ 

「命や健康が一番大事」 

（活動に関する意見第 2位） 


